
宇城市議会だより 4宇城市議会だより5

●議案
第61号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 可決

第62号 宇城市地域審議会の設置に関する条例

の一部を改正する条例の制定について

  可決

第63号 宇城市個人情報保護条例の全部を改正

する条例の制定について 可決

第64号 宇城市男女共同参画推進条例の制定に

ついて 可決

第65号 宇城市行政財産使用条例の制定につい

て 可決

第66号 宇城市財産の交換、譲与、無償貸付等

に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 可決

第67号 宇城市不知火温水プール条例の一部を

改正する条例の制定について 可決

第68号 土地の処分について 可決

第69号 工事請負契約の締結について（宇城市

防災行政無線整備工事） 可決

第70号 工事請負契約の変更契約の締結につい

て（不知火中学校建設事業（校舎）建

設工事） 可決

第71号 あらたに生じた土地の確認について

  可決

第72号 字の区域の変更について 可決

第73号 宇城市土地開発公社定款の一部変更に

ついて 可決

第74号 宇城広域連合の処理する事務の変更及

び規約の一部変更について 可決

第75号 平成 19 年度宇城市一般会計補正予算

（第 3号） 可決

第76号 平成 19 年度宇城市老人保健特別会計

補正予算（第 1号） 可決

第77号 平成 19 年度宇城市介護保険特別会計

補正予算（第 1号） 可決

第78号 平成 19 年度宇城市奨学金特別会計補

正予算（第 1号） 可決

第79号 平成 19 年度宇城市簡易水道事業特別

会計補正予算（第 1号） 可決

第80号 平成 19 年度宇城市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第 1号） 可決

第81号 平成 19 年度宇城市公共下水道事業特

別会計補正予算（第 2号） 可決

第82号 平成 19 年度宇城市水道事業会計補正

予算（第 1号） 可決

●承認
第4号 専決処分の報告及び承認を求めること

について（平成 19年度宇城市一般会

計補正予算　専決第 1号） 承認

●議員提出議案
第5号 決算審査特別委員会の設置について

  可決

第6号 宇城市長の専決事項の指定について

  可決

第7号 道路整備の促進及び財源の確保に関す

る意見書の提出について 可決

第8号 議員派遣の件 可決

審議した議案とその結果総
務
常
任
委
員
会

　　

本
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及

び
結
果
を
報
告
す
る
。

● 

宇
城
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
こ
れ
ま
で
行
政
区
長
に
配
布
し
て

い
た
家
族
情
報
等
の
提
供
は
ど
の
あ
た

り
ま
で
で
き
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
て
、「
今
後
、
提
供
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

● 

宇
城
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償

貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
条
例
改
正
案
で
は
『
市
長
が
特
に

必
要
と
認
め
る
と
き
』
と
い
う
条
文
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。
市
の
あ
ら
ゆ
る
財

産
の
取
り
扱
い
が
市
長
権
限
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
が
あ
る
。

例
え
ば
『
有
識
者
等
で
構
成
す
る
審
議

会
で
諮
っ
た
上
で
市
長
が
特
に
必
要
と

認
め
る
と
き
』
と
改
め
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
今

回
、
豊
野
響
原
団
地
に
準
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
将

来
、
民
間
を
活
用
し
た
事
業
の
推
進
が

で
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
の
今
回
の
表

現
に
な
っ
た
。
市
長
が
特
に
認
め
る
と

き
と
し
て
の
審
議
会
設
置
に
つ
い
て
は

も
う
少
し
検
討
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
「
今

回
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
住
宅
の
た
め
の
改
正
と
い

う
こ
と
は
分
か
る
が
、
審
議
会
等
が
あ

る
と
公
平
に
判
断
が
出
来
る
可
能
性
が

あ
る
。
再
度
検
討
が
必
要
と
思
う
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

討
論
で
は
、「
条
文
に
、
有
識
者
を

含
め
た
審
議
会
等
に
よ
る
審
議
の
上
と

し
た
、
た
だ
し
書
き
を
設
け
る
べ
き
で

あ
る
」
と
の
反
対
の
討
論
が
あ
っ
た
。

● 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
（
不
知
火
中
学
校
建
設
事

業
（
校
舎
）
建
設
工
事
）

　
「
こ
の
工
事
は
基
本
的
に
当
初
予
算

に
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。
変
更
契
約
は

好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
財
政
的
に

厳
し
い
中
、
工
事
入
札
残
が
あ
る
か
ら

変
更
契
約
と
な
る
と
、
逆
に
財
政
的
に

余
裕
が
あ
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
姿

勢
と
し
て
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、「
同
様
の

変
更
契
約
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら
指
摘

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
的
に
も

確
か
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
こ

う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
執
行
部
に
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、委
員
か
ら「
今

後
も
各
町
で
小
中
学
校
等
の
建
設
が
あ

る
と
思
う
が
、
当
初
か
ら
綿
密
な
計
画

の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
い
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
豊
野
小
学
校
の
建

替
え
や
松
橋
小
学
校
の
教
室
不
足
等
の

課
題
が
あ
る
が
教
育
予
算
は
限
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
の
今
回
の
工

事
は
必
要
な
い
」
と
す
る
反
対
討
論
と
、

「
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
は
壁

画
は
必
要
」
と
す
る
賛
成
討
論
が
あ
っ

た
。

　

以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
と
す
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　　

本
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と

結
果
を
報
告
す
る
。

● 

平
成
19
年
度
宇
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
費
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

「
県
補
助
の
園
芸
新
た
な
挑
戦
強
化
対

策
事
業
費
補
助
金
の
４
１
２
５
万
円
の

内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
昨
年
ま
で
は
、
園
芸

か
つ
り
ょ
く
強
化
対
策
事
業
と
い
う
同

じ
よ
う
な
事
業
を
や
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
が
今
年
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
。
４
１

０
０
万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
不
知

準PFI 手法で市営住宅が建設される
豊野響原団地予定地

委員会
報　告

←


